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汚染⽔ 沖合3km
⽔深44mから海洋放出

汚染排気 150mの
排気筒から放出

尾駮沼

⾼レベル廃液
ガラス固化建屋
⾼レベル廃液約

227m3

2026.２.15 いわて⽣協ベルフ仙北会議室
三陸の海を放射能から守る岩⼿の会 永⽥⽂夫

主催いわて⽣協くらぶ・クランボン、岩⼿有機農業研究会

使⽤済燃料受⼊建屋
燃料3000トン



第一部 六ケ所再処理工場
なぜ私達は反対してきたのか

★ 海・空に放射能⼤量放出
★ 放射線は微量でも危険
★ 再処理⼯場は超危険
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全国の医療機関から出る放射性廃棄物の処理場
滝沢村RMC：ラジオメディカル・センター



滝沢村にRMCラジオメディカルセンター計画
医薬品⼯場等、最⼤従業員200名計画も

1981.9.2
読売新聞

柳沢児童館

1983.6.18読売新聞
⼀本⽊に変更着⼯4



RMC⼟地買収にからみ 企画調整部⻑の当時
に不動産屋から100万円受領 返した。

1987.6操業開始
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2016年アルファ医薬品廃棄物を搬入しよう
とする動きがありました。議会は通過、市民
の反対を受け止めた市長の英断で止めること
ができました。
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研究用・α線放出医療用廃棄物の搬入を
市民住民の力で止めることができました
「放射能汚染からふるさとの⾃然と⼦ども達のいのちを守る会」ほか多く
の団体、グループの活動の⼒でした。2005年2⽉「三陸の海を放射能から
守る岩⼿の会」を仲間とともに⽴ち上げました。
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現在のRMC 開店休業状態
◯医療現場でRMCへの搬⼊が許可されていたガンマ線・ベータ線放出医療廃
棄物とアルファ線医療廃棄物が分別されずに収納容器に廃棄されてきました。
○そのため、公害防⽌協定＊（滝沢市と⽇本アイソトープ協会）により2016
年6⽉以降発⽣した医療⽤廃棄容器をRMCへの搬⼊することができなくなり
ました。
◯ 10年近く開店休業状態になっています。
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六ケ所再処理工場
プルトニウム（Pu）の製造工場

○ Pu8kgで原爆を1発製造できる。
Pu原爆はウラン（U）原爆よりも容易に製造できる。

○ Puは原発の使⽤済ウラン燃料から抽出する。
○ 原⼦炉製造Pu1gの吸⼊毒性は⼀般⼈許容量の18億⼈分。
○ Puの約65％に含まれる239Puが原爆の原料になる。
○ ⾃然界のUの約0.7％含まれる235Uを濃縮しウラン燃料にする。
○ 濃縮U（235U約4％ 238U約96％ ）に中性⼦を当てると核分裂
したり吸収され超U元素（Puなど）になりさまざまな原⼦が
出来膨⼤なエネルギーを放出する。原発の原⼦炉では臨界状
態で1000種類以上の原⼦（核種）が発⽣しウランの放射能は
約1億倍に増えている。

再処理⼯場

10
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⾼レベル廃液貯槽の冷却が⽌まると
六ケ所⼯場の最も⼤きい120m3貯槽
では
・約24時間で沸騰が始まり1週間ほ
どで蒸発乾固し300℃になり、その
後数時間で340℃に達し化学爆発（
硝酸塩）します。→ウラルの核惨事

＊原⼦⼒学会誌では約15時間で沸
騰し，掃気が⽌まると約７時間で
⽔素爆発濃度に達するとある。
（使⽤済み燃料を当⾯４年間冷却を15年
冷却後再処理することに変更したことに
より沸騰時間等が伸びました。）

120m3貯槽
直径約6.8ｍ
⾼さ約4.8m
板厚22ｍｍ
材質 ステン
レス316ULC
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高レベル廃液１滴（経口摂取）で４Svを超え致
死線量７Svに近い値になる！ 2013.2 日本原燃公開資料より

高レベル廃液
1滴 0.05ml

セシウム137
130000000Bq
経口摂取で
1700mSv被ばく

ストロンチウム90
90000000Bq
経口摂取で
2500mSv被ばく

Cs137とSr90の２核種だけで半数致死
線量の4Svを超えてしまいます。他の核種
も多数含まれており1滴で致死量7Svに近
い値になる。
＊2015.12の安全審査のCs137と
Sr90 の２核種の濃度で計算すると
1滴が17Svもの線量になりました。

ガラス固化体１本には約0.52m3
の廃液が閉込められています。
この側に⽴つと約20秒で死亡線
量（７Sv)。1m離れたところで
は約4分で死亡線量。外部被ばく

（図はNUMO HPから）

経⼝実効線量 Sr90 ：2.8☓10-5 mSv/Bq
(線量告⽰） Cs137: 1.3☓10-5 mSv/Bq

廃液は不安定で超危険
→ガラス固化し安定化

1016Bq
/本
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ゴアレーベンの再処理計画
はこの報告書の発覚で中⽌
になる！

http://sanriku.my.coocan.jp/IRS_TAKAGI.pdf
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INES 6レベル
Sr90の汚染分布
であることに注意

1957年,事故後⼭にピクニックに⾏
ったグループ全員が死亡した。降下
した放射能堆積物に座っていたこと
がわかりました。 バズビー著「封
印された放射能の恐怖」p196
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0.1Ci/km2=3700Bq/m2
飯舘村⼟壌Sr90は
300〜790Bq/m2

Sr90のほうがCs137と比較し実
効線量では２～５倍高く、排水濃
度限度で３倍厳しい値だ。体内半
減期Sr90：約18年

ATOMICA(04-10-03-03 )



http://www.aesj.or.jp/~fuel/Pdf/seminar/2022_txt/0940_rokkasho_1.pdf

六ケ所再処理⼯場の概要
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http://www.aesj.or.jp/~fuel/Pdf/seminar/2022_txt/0940_rokkasho_1.pdf

六ケ所再処理⼯場の概要
２０２２．８．２３

BWR燃料のガラス
固化試験が未終了
2026.2段階

２
０
２
６
P
２
現
在

ア
ク
テ
;
ブ
試
験
第
５
ス
テ
?
プ
は

い
ま
だ
実
施
中
︑終
了
し
て
い
な
い
︒

全
て
終
了
し
︑
ア
ク
テ
\
ブ
試
験
の
総

合
終
了
報
告
が
審
査
さ
れ
た
後
に
竣
⼯

と
す
る
べ
き
︒

21



第二部
アクティブ試験20年失敗！
使用済燃料を使用した総合試験
原発から発⽣した使⽤済燃料425トンを処理しプ
ルトニウムとウランを回収した試験です。
2006年3⽉〜2008年10⽉にせん断溶解終了

〜現在もアクティブ試験中です。
これにより主要⼯程は放射能で汚染

約20年経過した現在もアクティブ試験中 22

せん断
：使⽤済
燃料を切
断するこ
と



３
⽉
１
⽇

岩
⼿
県
議
会

増
⽥
知
事
﹁
原
燃
に
本
県
漁
業
関
係
者
ら
に
説
明
の
場
を
要
請
す
る
︒

⽔
産
業
を
守
る
観
点
か
ら
海
洋
汚
染
は
絶
対
あ
Q
て
は
な
ら
な
い
﹂

原
燃
は
県
や
沿
岸
⼗
五
市
町
村
⻑
︐
県
漁
連
へ
３
⽉
２
５
⽇
六
e
所
⼯

場
で
説
明
を
す
る
と
通
知
︒

市
町
村
⻑
﹁
こ
ち
ら
に
来
て
住
⺠
へ
の
説
明
会
を
求
め
た
承
服
で
き
な

い
内
容
だ
﹂
知
事
﹁
県
内
で
⼗
分
な
説
明
を
す
る
こ
と
だ
﹂
と
反
発

23



3
⽉
26
⽇︵
⽇
︶に
開
催
通
知
︐

28
⽇︵
⽕
︶開
催
と
は
！

岩
⼿
県
内
沿
岸
⼆
箇
所
で
説
明
会

わ
ず
か
⼆
時
間
の
説
明
会
︑

対
象
者
限
定︵
⻘
森
で
は
限
定
せ
ず
︶

私
達
は
27
⽇
岩
⼿
県
に
抗
議
し
ま
し
た
︒

原燃広報室「岩⼿
県の指導や協⼒を
得て、できるだけ
のことを検討した

結果だ」
24



﹁
増
⽥
知
事
﹁
﹁
海
洋
汚
染
は
絶
対
あ
.
て
は
な
ら
な
い
﹂

か
ら
﹁
国
の

エ
ネ
ル
ギ
;
政
策
全
体
の
問
題
︑
全
国
⺠
に
理
解
を
求
め
て
﹂
へ
と
変
化

国
︑電
⼒
か
ら
知
事
へ
⼤
き
な
⼒
が
働
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

三
⽉
三
⼗
⼀
⽇

⼆
〇
〇
四
年
度
内
試
験
開
始
に
よ
り
数
百
億
の
売
上
増
︵

約
四
⼆
◯
億
円
︶
に
な
.
た
ら
し
い
︒
︵
電
気
料
⾦
へ
上
乗
せ
︶

増
⽥
知
事
は
そ
の
後
︐総
務
⼤
⾂
へ
就
任
等
出
世
コ
E
ス
へ

⼗分な説明
はどこへ？
アリバイ作
りの会

25

岩
⼿
県
で
の
⽇
本
原
燃
説
明
会

岩
⼿
県
当
局
は
3
⽉
26
⽇(

⽇
︶

県
⺠
へ
⽇
程
連
絡
︑
急
遽
28
⽇
︵
⽕
︶
午
前
久
慈
市
︑
午
後
宮
古
市

で
説
明
会
が
強
⾏
開
催
さ
れ
︒
31
⽇
︵
⽊
︶
ア
ク
テ
¶
ブ
試
験
開
始



2007～2011.3.11 増田前知事大抜擢！
ILCの１

26

2007



発
⾜
時
２
０
１
８
年
９
⽉
に
⾒
た

協
議
会
組
織
図
に
は

特
別
顧
問
9
増
⽥
寛
也
の
名
前
は

な
し
１
２
⽉
に
は
名
前
が
記
載
さ

れ
て
い
た

AAA

は
三
菱
重
⼯
を
協
議
会
の
中
⼼
と
す

る
⼤
企
業
群
に
よ
るILC

誘
致
推
進
⺟
体
で

あ
る
︒
政
産
学
共
同
の
協
議
会
︐
事
務
局

はKEK

9
⾼
エ
ネ
ル
ギ
v
加
速
器
研
究
機
構

特別顧問
増⽥寛也⽒

ILCの２

27

AAA:先端加速器科学技
術推進協議会
Advanced Accelerator Association Promoting 
Science & Technology

https://aaa-sentan.org/download/AAA2024_pamphlet_ja.pdf



岩
⼿
県
復
興
基
本
計
画

参
考
資
料

２
０
１
１
・
８

45
ペ
)
ジ

超伝導加速器
による未臨界
？！

放射性廃棄物
研究！

20年の運
⽤後は？

建設費
8000億円
半分をホ
スト国で
負担

ILCの３

28



ILCの真の狙いは
高レベル廃棄物の最終処分場

○ 現在、北海道寿都町、神恵内村、佐賀県⽞海町の三
箇所が候補になり⽂献調査終了もしくは実施中です。
しかし次の概要調査、精密調査が実施されるか未定の段
階です。
○ ILCの運⽤期間は20年になっています。その跡地利
⽤は決まっていません。
＊この運⽤20年の間に設置⾃治体の議員や⾸⻑を利潤で
抱き込み最終処分場へと転換させるはずです。

根拠となる資料など詳しくは スライド https://sanriku.my.coocan.jp/190518slide.pdf
資料 https://sanriku.my.coocan.jp/190518hanamaki.pdf

ILCの４

29



原発１年分の放射能を１⽇で放出する
再処理⼯場

当時操業
は2007.8
の予定だ
った

2009.3.5 30



文科省海水調査表層
トリチウム 濃度

自然海水は
0.1〜0.2Bq/ℓ     

2007.5-6調査
2008.5調査2008.4-5調査

平成20年度（2008）
0.7〜1.3Bq/ℓ 
急上昇しました

赤線の内側が異常な
海水になります

0.2Bq/ℓ以上の領域

平成20年度海洋環境放射能総合評
価事業成果報告書（核燃施設沖合海
域）の概要 文科省原子力安全課

ト
リ
チ
ウ
ム
下
北
沖
表
層
海
水
濃
度
調
査
結
果
文
科
省
調
査

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
開
始
後
２
０
０
７
春
と
２
０
０
８
春

31



32

「
海
に
空
に
放
射
能
を
流
さ
な
い

で
！
」
総
理
へ
提
出

署
名
活
動
に
よ
り
運
動
が
全
国
へ

広
ま
り
ま
し
た
︒
漁
業
者
／
消
費

者
／
サ
9
フ
;
9
等

こ
の
後
国
会
質
問
が
多
く
の
議
員

か
ら
⾏
わ
れ
ま
し
た
︒

川
⽥
⿓
平
参
議
院
議
員
が
窓
⼝
に
な
り
署
名
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
︒
こ
の
後
追
加
提
出
を
加
え
⼗
万
六
千
筆
を
提
出
し
ま
し
た
︒

2007.11.5参議院議員会館

2008.1.27には81万筆の提出あり
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再処理見直し潰し（毎日新聞）
電力研究者・経産官僚2004年頃
民主党政権内2012年

https://sanriku.my.coocan.jp/130202_RPstop.pdf
再処理中⽌の動き
原⼦⼒ムラ内部でも



20
年
経
過
未
だ
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
竣
工
延
期
の
様
⼦

２
０
０
６
)３
+
２
０
２
６
)２
で
１
６
回
⽬
の
延
期

理
由

○
ガ
ラ
ス
固
化
溶
融
炉
の
ト
ラ
ブ
ル
で
９
回
の
延
期

○
新
規
制
基
準
審
査
に
対
応
で
き
ず
６
回
⽬
の
延
期
中

34



アクティブ試験失敗の理由
理由 ①試験開始以来20年経過しても終了していない

②再処理技術が破綻している
1.プルトニウムとウランの回収率が悪い
2.ガラス固化体の⾼レベル廃液閉込め量が悪い
3.⼤量のトリチウム、クリプトン等の放射性
物質を海に空に放出

③当初建設費は7600億円が3兆7400億円、
総事業費が15兆円を超える莫⼤な経費になった
④装置機器の汚染、腐⾷により耐震補強ができない

35



理由 ①試験開始以来20年経過しても終
了していない 着工以来33年
• 1993. 4 再処理⼯場着⼯（当初1997年に稼働予定であった）
• 2001. 4 通⽔作動試験開始
• 2002.11 化学試験開始
• 2004.12 ウラン試験開始
• 2006. 3.31アクティブ試験開始（当時2007.8本格操業予定 ）

2007.11.5 ⾼レベル廃液のガラス固化試験開始
2008.10.2   使⽤済燃料U425トンせん断終了
2014.1.7    新規制基準適合申請規制委員会へ提出審査開始
2024.8.27 規制委員会審査終了できず27回⽬の竣⼯延期

• 2026.2現在 設⼯認審査中 36



理由②-1プルトニウムと
ウランの回収率が悪い

⽇本原燃 使⽤済燃料からのウラン、プルトニウムの
回収⽬標 ウラン：９８．２％

プルトニウム：９８．２％
使⽤済燃料425トン全体の回収率は企業秘密とし⾮公開

岩⼿の会試算（⽇本原燃の定期報告書をもとに計算）
ウランは 約 ９２％
プルトニウムは約 ７８％

未回収のU、Puはどこに消えたのか
U 約 ３０．２トン
Pu  約 ０．９２トン（９２０kg）

＊Pu８kgで核爆弾１発製造（115発分不明）
37



六ケ所再処理⼯場アクティブ試験
プルトニウムとウランの回収率試算

発電後のウラン燃料の
約１％がプルトニウム
約94〜96％がウラン。
これを再処理⼯場で回
収しています。
＊アクティブ試験の2006.4〜2008.10まで実際の

使⽤済燃料425トンが切断されプルトニウムと
ウランが回収されています。

NUMO[⾼レベル放射性廃棄物の処分について⼀
緒に考えてみませんか？]：軽⽔炉内でのウラン

燃料の燃焼による変化 ｐ59 より38



プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
回
収
約
七
⼋
・
四
％

︵
⽇
本
原
燃
定
期
報
告
書
よ
り
数
値
はR

7
も
不
変
︶

回
収
率
⽬
標
九
⼋
・
⼆
％
を
⼤
き
く
下
回
る

六
Q
所
再
処
理
ア
ク
テ
Y
ブ
試
験
は
失
敗︵
不
合
格
︶！

処理された使⽤済燃料約425トン
これに含まれていたPu(PWR)は約1.0％であり

Puは約4.25トン（燃焼度，初期U濃度で違い
が出るが）になる。

プルトニウム製品6.658トン
「U濃度とPu濃度が等しくなるように混合し
U・Pu混合粉末として⽸に充填される」ので
Puは約3.33トン（78.4％の回収率）

未回収Puは21.6％ 0.92トン（920kg）になる
＊仮に使⽤済燃料に0.9％のPuが含まれていた

場合は86.9％になる。1.1%時は71.2％。

いずれも⽬標値の98.2%の回収率には全く届
いていない。

未回収のPuはどこに消えたの？
→⾼レベル廃液（約227m3の中に）
→ガラス固化体（346本の中に）
→装置内→環境 →別途保管

＊920kgはPu約8kgで原爆１個とすると１１５
発分に相当する。

39同様にウランの回収率を計算：92.4％



理由 ②-2ガラス固化体の
技術が破綻している
白金族沈積問題未解決

セシウム137の閉込め効率
英国返還固化体 3.9☓10^15Bq/本
六ケ所製造固化体0.86☓ 10^15Bq/本

英国：六ヶ所＝1：0.22
六ヶ所は英国の22％の閉込率

40



⾼
レ
ベ
ル
廃
液
は
あ
ま
り
に
危
険
な
の
で
ガ
ラ

ス
固
化
安
定
化
さ
せ
地
層
処
分
す
る
計
画
で
す
︒

し
か
し
六
ケ
所
・
東
海
両
再
処
理
⼯
場
と
も
ガ

ラ
ス
固
化
が
う
ま
く
い
か
ず
︐
不
安
定
な
廃
液

の
ま
ま
︐
か
な
り
の
量
が
そ
の
ま
ま
残
\

て
い
る
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
︒

41

六ケ所再処理⼯場
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製造⼯場 固化体：廃液
137Cs閉込量Bq/本
2012.12に換算 ⽐較 備考 (廃液中Cs濃度は2013.2公表)

英国* 28本 :不明 （3.3〜4.5）☓1015
平均 3.9☓1015

１ 容器150L，2003〜2005製返還固化
体

AVM法ガラス固化

東海 59本：34m3 容量110Lを150Lへ
換算 2.48☓1015

0.64 容器110L，2016製造
廃液の137Cs濃度3.2☓1015Bq/m3

LFCM法ガラス固化

六ケ所 289本：95m3 0.86☓1015 0.22 容器150L 2008〜2013製造
廃液の137Cs濃度2.6☓1015Bq/m3

LFCM法ガラス固化

*英国分根拠「返還ガラス固化体に係る事業所外廃棄確認申請について」より
https://www.energia.co.jp/atom_info/assets/press/2012/p121204-1a.pdf

➽ 六ケ所は英返還固化体の約⼆割のセシウム137閉込め効率！

https://www.energia.co.jp/atom_info/assets/press/2012/p121204-1a.pdf


JAEA

⽇
本
原
⼦
⼒
研
究
開
発
機
構

東
海
再
処
理
⼯
場
に
も
現
在
⾼
レ

ベ
ル
廃
液
約
３
１
０
⽴
法
ｍ
存
在

＊
原
発
事
故
後
︑
地
元
団
体
と
質
問
要
請
⾏
動

２
０
１
４
年
秋
東
海
再
処
理
⼯
場
は
廃
⽌
決
定

⼆
○Ⅰ

六
年Ⅰ

⽉
か
ら
ガ
ラ
ス
固
化
が
開
始
さ

れ
る
︒し
か
し
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
進
ま
な
い
！
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理由②-3 トリチウム、
クリプトン等の放射性物
質を海に空に大量放出

アクティブ試験中2006〜2008年度の三年間について、
各年度平均トリチウム海洋放出量は720兆Bq。
＊福島原発事故によるアルプス処理⽔中の放出開始から1年間のトリチウム
海洋放出量は10.2兆Bq、その差70.6 倍の海洋放出があった。

＊アルプス処理⽔のトリチウム海洋放出年限度は22兆Bqこれを約33倍上回
る量が下北の海から3年間実際に太平洋上へ放出された。

44



再処理工場から3年間（2006.4-2009.3）に環境へ
投棄された放射能の累計（原燃発表値） ＊（ ）は半減期

クリプトン85（11年） 2200000キュリー

トリチウム（12年） 500キュリー

炭素14（5700年） 120キュリー

ヨウ素129（1600万年） 0.02キュリー 他ヨウ素131など

トリチウム（12年）60000 キュリー

ヨウ素129（1600万年）0.015キュリー

ヨウ素131（8日） 0.0015キュリー

＊1キュリー= 3.7×10の10乗ベクレル

他にストロンチウム90、セシウム137、134ルテ
ニウム106、プルトニウム240なども放出。今の
ところ「検出限界以下」とのこと。

沖合３km
水深44mから
海へ放出

高さ150mの
排気筒から
空へ放出

45



⼆
◯
◯
六
$
⼆
〇
〇
⼋
年
度
の

ア
ク
テ
-
ブ
試
験
中
に
放
射
性
物
質
を
環
境
へ

放
出
し
た
結
果

•
①
ク
リ
プ
ト
ン
85
の
雲
が
⼯
場
周
辺
や
⼯
場

内
に
頻
繁
に
降
下

•

②
海
⽔
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
が
広
範
囲
で
上

昇
︑
ヒ
ラ
メ
の
体
内
濃
度
増
⼤

•

③
尾
駮
沼
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
が
数
倍
に
上
昇

•

④
尾
駮
の
井
⼾
⽔
か
ら
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90

が
全
国
最
⾼
濃
度
検
出
︵
当
時
︶

•

⑤
尾
駮
沼
の
⽣
物
中
ヨ
ウ
素
１
２
９
が
数
⼗
倍

に
上
昇

•

⑥
六
P
所
農
業
者
の
⽇
常
⾷
か
ら
平
常
の
約

27
倍
の
ヨ
ウ
素
１
２
９
が
検
出

•

な
ど
公
的
機
関
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表⾯：http://sanriku.my.coocan.jp/osenmap.pdf
裏⾯：http://sanriku.my.coocan.jp/Bside.pdf 46

http://sanriku.my.coocan.jp/osenmap.pdf


理由③ 当初
建設費7600億円が
3兆7400億円に、
総事業費が15兆円
を超える莫大な経費
になった

2025.6.24
朝日新聞 ⇒

年間１⼈当たり2000から3000円が再処理事業者
への拠出⾦として電気料⾦に上乗せ(2020年） 47



理由④装置機器の経年劣
化（汚染、腐食）により
耐震補強ができない
４８７６の機器は⼈が近づず、耐震補強は困難

⾼レベル廃液濃縮蒸発⽸の温度計さや管に腐⾷孔発⽣
硝酸貯槽の排気筒に腐⾷孔の疑い濃厚⇒他の貯槽にも？

48
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2009.1ガラス固化建屋で
150㍑の⾼レベル廃液漏れ事
故が発⽣ 広島原爆死の灰
の2.5発分（Cs137⽐較）が
未回収であり，建屋は酷く
汚染されています。
⼈が⼊ることができません
耐震⼯事は困難です。

⾼レベル廃液貯槽

ガラス溶融炉
A炉 B炉

ガラス溶融炉
A炉 B炉

東⻄84m・南北59m
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2021.7.26核燃料施設等の新規制基
準適合性に係る審査会合資料1より

⽇本原燃はアクセス困難な箇所の設備等に関する検査について
2021.5.25の適合性審査会において「⽇本原燃または協⼒会社が保有す
る品質管理システム，設計，製作，施⼯，検査等の記録類を基に各種
記録の組合せにより使⽤前事業者検査は実施可能だと考えている。」
としているがそのような検査では⽼朽化，腐⾷など細部は不明なまま
になり，安全検査にならないのではないか。
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厳秘 経営企画本部 20230126社外秘 精製課 20250530

別紙

⼤気中に含まれるアンモニアが硝酸貯槽のベント配管ベントホール（孔）から流⼊し、硝酸アンモニウムが⽣成・析出したと推定

精製建屋 TBP貯槽室における希釈剤(⾮放射性の危険物)の漏えい事象について
＜硝酸アンモニウム析出のメカニズムについて＞

①ベントホール(孔)から極微量のアンモニア
を含む空気が流⼊

気体となった硝酸

室内空気の流⼊
(アンモニア含む)

②空気中のアンモニアと気体となった硝酸が反応して、
廃ガス中に硝酸アンモニウムが⽣成

貯槽からの空気や室内空気は、⽔分を多く含んでい
る。そのため、⽣成された硝酸アンモニウムは、その潮
解性から液滴の微粒⼦として存在していたと推定。

③⽔分が含まれていない希釈剤貯槽
からの空気で満たされた配管に、
硝酸アンモニウムを含む廃ガスが
流⼊したことにより、その滞留部分
で⽔分が蒸発して硝酸アンモニウム
が析出

希釈剤貯槽からの空気

滞留部で⽔分が
蒸発して硝酸アン
モニウムが析出

硝酸アンモニウム
を含む廃ガス

ベントホール
（孔）
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硝酸ガス（蒸気・ミスト）は吸
⼊すると⽬、⿐、喉、気管⽀に
強い刺激を与え、咳、息切れ、
胸の痛み、⾼濃度では化学性肺
炎や肺⽔腫を引き起こす⾮常に
有害な物質 52



第三部
その他の問題

① 内閣府想定プレート間巨⼤地震影響審査せず
② 国の背信⾏為：規制法の緩和と責任転嫁
1.不都合な規制法を削除 Pu、U回収率を不問にした
2.使⽤前（国）検査⇒使⽤前事業者検査にした
3.重⼤事故定義を改悪し UPZ５kmにした
③ アクティブ試験終了せずに使⽤前事業者検査をし

使⽤前確認を国から得、竣⼯へと画策
④ ⽇本の核武装論 53



2020年4⽉内閣府中央防災会議が⽇本海溝
巨⼤地震時に六ケ所村は震度６強（830〜
1500ガル）と想定していた。
再処理⼯場の基準地震動＊は700ガル（建設
時点は375ガル）は耐えられない！
＊基準地震動：敷地で想定される最⼤級の揺れのこと

54

① 青森県沖日本海溝巨大地震
新たな大問題！ 2021年12月に気づく
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1981年 基準地震動 375ガル
1993年4⽉ 再処理⼯場建設開始
2007年7⽉ 新潟県中越沖地震 柏崎刈⽻原発
で基準地震動超え地震動を記録 原⼦⼒安全
保安院原発・再処理⼯場のバックチェックを
指⽰
2007年11⽉ 基準地震動 450ガルに訂正
2011年3⽉ 東⽇本⼤震災，福島第⼀原発事故
2014年1⽉ ⽇本原燃新規制基準適合性審査

申請書提出
〃 基準地震動 600ガルに訂正

2018年4⽉ 適合性審査補正申請書
基準地震動 700ガルに訂正

六ヶ所再処理⼯場は375ガルで設計
⽇本原燃の設計基準地震動の変遷

内閣府中央防災会議は六ヶ所村の震度を６強（最⼤加速度830〜1500
ガル）と推計。六ヶ所再処理⼯場は375ガルで建設されました，
このような設備機器等に耐震補強ができるのでしょうか。

上記対応表は化学⼯学会の資料121⾴にもあり
。



58原⼦⼒資料情報室通信第570号より美浜の会作成

分離建屋

六ケ所再処理⼯場の基準地震動Ssと設計基準地
震動の揺れはほぼ近似（⽇本原燃評価）している

基準地震動Ss（解放基盤表⾯）700ガル
設計基準地震動（建屋基礎版）

⻄側地盤 616ガル
中央地盤 559ガル
東側地盤 742ガル
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質問要請 六ヶ所再処理⼯場は内閣府想定地震に耐えられるのか
内閣府はマグニチュードM9.1、六ヶ所村は震度６強（830〜1500

ガル）の⼤地震を想定している。⽇本原燃はM9.0、六ヶ所村の震
度を想定せず、基準地震動（敷地に到来する最⼤級の揺れ）を700

ガルとしているが地震に耐えるのか。（M9.0 はM9.1の7割の地震エネルギー）

⽇本原燃 回答

内閣府の想定報告書については、当社の地震動評価に影響がない
ことを原⼦⼒規制委員会に説明し了承を得ている。

原⼦⼒規制委員会 回答
このことについては令和2年5⽉に⾏われた「技術情報検討会」

で六ヶ所再処理⼯場について安全を確認している。
! 内閣府想定は国内最⾼の地震学者による警告、M9.1 に対し
M9.0 、異なる計算モデルを使⽤し⽐較した。規制委の背信⾏為

2022年4⽉以来 院内集会質問主意書国会質問等で質問要請継続中



②－１~2 国の背信：規制法の緩和、責任転嫁
○廃液のガラス固化失敗
○Pu，U回収率目標以下

これでは使用前検査不合格！ そのため
! 関係規制法から該当条項を削除（2014.12）
再処理規則第６条の⼆（性能の技術上の基準）を削除
⼆：放射性廃棄物の廃棄施設の処理能⼒が申請書等のに記載した能⼒以上であること
七；製品の回収率が、申請書等に記載した値以上であること

! 使⽤前検査を国から事業者に変更（2020.3)
再処理規則第５条の⼆（使⽤前検査の申請）を削除し新たに
第４条の⼆（使⽤前事業者検査の実施）
第７条（使⽤前確認証）原⼦⼒規制委員会が交付

原発事故の規制⾏政の混乱期に規制法を⼤きく緩和し、事故時等の責任を国から事業者へ転嫁する法規制にした 60
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2011.3.11 福島第⼀原発事故
2012.9.19 原⼦⼒規制委員会発⾜：原⼦⼒ムラから5⼈中3⼈
（⽥中俊⼀＊委員⻑他委員４名，事務局：原⼦⼒規制庁）
2013.4.15〜10.24  「更⽥豊志＊委員が座⻑

核燃料施設等の新規制基準に関する検討チーム会合
→⾼レベル廃液の重⼤事故の定義を，仏基準のみ資料に，
IAEA基準「⼤容量液体貯槽の破裂」を隠蔽し検討
重⼤事故と⾔えない「蒸発乾固」と定義した

2013.12.6 再処理規則第6条の２（性能の技術上の基準）削除
2013.12.18 再処理施設 新規制基準施⾏
2014.1.7 ⽇本原燃 基準適合申請書提出

2016.11.25第15回原⼦⼒災害事前対策検討チーム会合
六ケ所再処理⼯場脅威区分Ⅱ，UPZ5kmとされる
→IAEA⽂書の改ざんを基に審査：⽥中知委員

②
∆
3

Ⅰ
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再
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⼯
場
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⼤
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の
定
義

⼆
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５
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と
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小
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⼒
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ラ
出
⾝
委
員
暗
躍

＊ JAEA（⽇本原⼦⼒研究開発機構：東海再処理⼯場事業主体）出⾝

原発は30km
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30m3

57本製造
9% 95m3

289本製造
27%

未処理223m3

430本⾒込 64%

六ケ所
発⽣した
⾼レベル
廃液約348m3

アクティブ試験の実績

2007.11.4~2008.1.18

2008.2〜
2013.7
この間ガ
ラス固化
失敗し9回
の竣⼯延
期

2027.6 2028.2

アクティブ試験では2008.2〜2013.7まで5年5ヶ⽉かかり
約95m3の⾼レベル廃液のガラス固化ができた。この間
9回の竣⼯延期の原因になっている。

2027.6から予定されている約127m3の⾼レベル廃液が2028.2
までの8ヶ⽉で終了するとは考えられない。
◯⽩⾦族析出問題が解決していない ◯炉内⽼朽化／損傷あり
◯13年炉を稼働していない 運転技術者不在 64



岩手日報

唯⼀の被爆国である⽇本が核を持つことは
核の⻭⽌めが外れ、世界の国が核を持つことに
なります。これは核戦争、核の冬⇒⼈類絶滅の道

④核武装論：⼈類絶滅：⽇本は⾮核リーダに

65
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ロシア軍がウクライナの原発
を攻撃した事態を受け、⼭⼝
壮原⼦⼒防災担当相は11⽇の
閣議後会⾒で、国内の原発が
ミサイルなどの武⼒攻撃を受
けた場合の被害想定について
、「チェルノブイリの時より
も、もっとすさまじい。町が
消えていくような話だ」との
⾒⽅を⽰した。・・・
原発への武⼒攻撃について
は、原⼦⼒規制委の更⽥豊志
委員⻑が9⽇、衆院経済産業委
員会で「審査等において想定
していないので、対策として
要求していない」と答弁。武
⼒攻撃を受けた場合には、「
放射性物質が攻撃⾃体によっ
てまき散らされてしまう。現
在の設備で避けられるものと
は考えていない。（中央制御
室が）占拠された場合は、ど
のような事態も避けられるも
のではない」などと語ってい
た。更⽥⽒の発⾔について、
⼭⼝⽒は「同じ意⾒だ」と述
べた。

https://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%A6%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%8E%9F%E7%99%BA%E3%81%A8%E9%96%A2%E9%9B%BB%E3%83%9E%E3%83%8D%E3%83%BC.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E5%A3%AE.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%8C%97%E6%9C%9D%E9%AE%AE%E3%83%9F%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%AB%E5%95%8F%E9%A1%8C.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%8E%E3%83%96%E3%82%A4%E3%83%AA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA.html


今から6600万年前メキシコのユカタン半島
に直径10kmほどの隕⽯が落下、そのエネ
ルギーは広島原爆の10億倍以上。浮遊粉じ
んが成層圏の上を覆い 隕⽯の冬到来

成層圏

対流圏

広島原爆16kｔ

核戦争の規模によるが、核
爆発による浮遊微粒⼦は、
⼤規模な都市⽕災によって
発⽣する上昇気流に乗って
成層圏にまで到達し、ジェ
ット気流によって世界規模
に拡散する。核の冬 ⼈類は

世界最⼤⽔素爆弾50Mｔ

マイク実験⽔爆10.4Mｔ1952年

恐⻯絶滅

日本:核廃絶世界のリーダーに！67

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E7%88%86%E7%99%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E6%98%87%E6%B0%97%E6%B5%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%90%E5%B1%A4%E5%9C%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%83%E3%83%88%E6%B0%97%E6%B5%81
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１）国は⾼レベル廃液のとてつもない危険の真実を国⺠に公
開し、徹底した安全審査・監督を厳格に実施する。
規制委員会が廃液の重⼤事故を蒸発乾固⽌まりの過⼩評価と
し稼働を認可することは重⼤事故への道、背信⾏為である。
２）現に存在する⾼レベル廃液の早期安定化を⾏うこと
国内ガラス固化独⾃技術は破綻している。これではいつまで
も安定化できない。英仏⽅式の導⼊を⾏い廃液による潜在す
る危険を払拭すべきである。
３）再処理の技術は破綻し限度を超えている、これ以上国富
の無駄遣いは許されない、撤退すべきである。



おわりに
⼦孫や私達の安全を守るため声を発し続けて

きたことにより，国や⾃治体も動きはじめ，事業
者の動きもありました。しかし原発事故や原爆の
真実を⾒ず核を保持したい勢⼒が権⼒の座を占め
ています。危険が迫ってきています。

黙っていることは重⼤事故への道です
この国この地で安⼼して暮らせるように⼀⼈⼀⼈
が原発事故や原爆の事実から学び、勇気をもち⼀
歩踏み出し、声をあげ豊かな命あふれる環境と、
戦争のない安全安⼼な国⼟を取り戻しましょう。
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三陸の海・岩⼿の会HPにこのスライド資料をアップする予定です。
http://sanriku.my.coocan.jp/260215RokuRPLec.pdf （「岩⼿の環境、再処理」で検索）


